
1.造影剤について

　造影剤とは、体内に投与して検査することで病気の発見や診断を高めるのに非常に有効な薬です。

多くの検査に使用されていますが、投与すると、副作用がみられる場合があります。

幸い、重篤な副作用の可能性は非常にまれで、当院では診療間で連携して万一に備える体制を

整えています。

2.造影剤の副作用について

・軽度の副作用：吐き気、動悸、かゆみ、発疹など。（約0.1〜3％の頻度）

・重篤な副作用：呼吸困難、血圧低下、意識障害など。（約0.004％　2.5万人に１人、MRI造影剤

の場合は約0.0052％　1.9万人に１人）

・極めてまれ（約0.00025％　40万人に１人、MRI造影剤の場合は約0.00012％　83万人に１人）

に死亡例も報告されています。

・また、投与後の数時間〜数日後に発疹、発赤、じんましん、悪心、嘔吐、血圧低下、頭痛などが

生じることもあります。帰宅後にこれらの症状がみられた場合はすぐ当院に連絡してください。

3.どのような方に副作用が起こりやすいですか？

　完全に副作用の出現を予測をすることは不可能ですが、「以前に造影剤で副作用があった方」、

「他の薬剤でアレルギーがあった方」「現在、気管支喘息などのアレルギーをお持ちの方」

は無い方に比べ、副作用の確率が高いといわれています。

4.ほかに造影剤投与時に起こりうること

・造影剤を体内に投与している間は全身が熱く感じることがありますが、投与が終わると

この熱感はすぐに治まります。

・造影剤が血管外に漏れ出ると、腫れてしまうことがことがあります。漏れた量が少ない場合、処置は

不要で、あとかたもなく自然に吸収されていきます。大量に漏れた場合は皮膚や神経に障害が

残ることがあり、処置が必要になることがあります。
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